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前回まで月報執筆者であった当法人理事長　湯川 勲の代打
として監事の島田 洋一が皆様へお便りを出します。

「子どものいのちを守る会」。歴代の理事長は 6人おり、そ
の交代の度に活動内容は若干変わってはいましたが、子ど
もを守るという大方針にブレはありません。

もう少し詳しく言えば　食品、農業、医療、教育の啓蒙活
動を続けています。子どもを守るには大人の意識が大事。
そう考えながら 20 年が経ちました。

今回は加工食品に関しての話です。

これは冷凍炒飯の原料表示です。

見当がつく原料もありますが、全卵とは何でしょう。加工
でん粉？カロチン色素？興味のある方はネットで調べてみ
てください。

こういったよくわからないものをここではざっくり添加物
と称することにします。添加物は加工食品（冷凍食品、レ
トルト食品など）において、食感や味を整えたり、色を鮮
やかに見せたり、保存性を高めたりする目的で使用されま
す。添加物は安全性が担保されていないものもあり、批判
されることが多いのですが廃棄ロスを減らすための大きな
役割もあります。また脳内麻薬の出やすい味を実現する化
学調味料に多くの人が魅了されています。ラーメン好きな
友人が言いました。有害なのはわかっている。でもそれは
心の栄養なんだ。

添加物が危険だから政治や企業を批判するというのは、私
はあまり意味がないと思っています。金も人材も少ない私
たちは行動の変容を促す事が重要だと思っています。

 

味、価格、安全性。食品を選ぶ要素は大きく 3つあると考
えます。

大人になれば、安全性より快感や経済性を優先するのもあ
りでしょう。これは各自の価値観に依存することです。し
かしながら、成長の途上にある子どもたちは、そしてこれ
から親になろうとする若者は、より健康な遺伝子形成のた
めに安全重視の食事をすべきだと考えます。菓子パンにハ
ンバーガーにレトルトカレー、というような食事よりも自
炊が望ましいし、外食もセントラルキッチン方式よりは厨
房で一から作ってくれるお店の利用を勧めます。生き方の
定まらない子どもたちに栄養価の低い加工食品を安易に与
えてはいけない。添加物、特に歴史の浅い物質はヒトの免
疫機能に引っかかり遺伝子異常やアレルギーを起こす可能
性があります。とはいえ砂糖と塩に比べれば大半の添加物
は危険でないと思われます。それは皆さんも経験上、感じ
ておられることでしょう。添加物の問題は長期的危険性が
測りにくいことにあります。逆に砂糖や塩は過剰摂取が大
変危険で一年に数十万人もの死者を生む原因になってはい
るが、どの程度からが致命的か、統計的にわかっています。

添加物のことだけで紙面が尽きました。

続きはいずれまたの機会とします。
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